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The purpose of this study was to investigate the “Ability of Thinking, Judgment and Expression” 
of “Exercises to create various movements” in Physical Fitness for fourth grade elementary school 
children. 
As a method of study, the experimental classes of Physical Fitness were conducted over six, 
one hour PE session in two classroom in one school (71 children in total). We analyzed children’s 
verbal communication activities according to the improved criterion which was based on Bloom’s 
taxonomy and Anderson’s revised taxonomy. 
This study resulted in two main findings. 
1）Only 16.1% of verbal communication were appropriate to “Thinking”.
2）There were leader figures who did the most of talking about learning tasks and contents to the
group and rest of the children were listening. 



























































































































































 本研究では，2017 年 10 月 3 日～11 月 6 日


































































る発問は以下の表 2 の通りである。 
















































































































































































㎜，長さ 1000 ㎜，幅 1000 ㎜）を，幅 40 ㎜に
切ったものを 1 グループにつき 4 本使用した。
ボールマスターの教材では，モルテンのドッジ
















































































































































表 6 3 組の抽出グループのグループごとの「言語の総数」に対する「思考を伴った言語数」と  
「その他の言語数」の割合 
＊筆者作成。 
回数 割合 回数 割合 回数 割合 回数 割合 回数 割合 回数 割合




47 21.6% 55 19.5% 30 11.5% 51 22.0% 47 17.8% 230 18.3%
その他の
言語数
171 78.4% 227 80.5% 232 88.5% 181 78.0% 217 82.2% 1028 81.7%




17 9.4% 24 14.4% 18 16.5% 67 25.5% 36 12.1% 162 15.9%
その他の
言語数
163 90.6% 143 85.6% 91 83.5% 196 74.5% 261 87.9% 854 84.1%




37 19.4% 32 16.2% 27 12.7% 22 9.9% 47 15.1% 165 14.5%
その他の
言語数




第２時 第３時 第４時 第５時 第６時 合計
表 7 4 組の抽出グループのグループごとの「言語の総数」に対する「思考を伴った言語数」と
「その他の言語数」の割合 
＊筆者作成。 
回数 割合 回数 割合 回数 割合 回数 割合 回数 割合 回数 割合




36 18.3% 46 19.3% 59 30.7% 60 28.8% 21 7.2% 222 19.7%
その他の
言語数
161 81.7% 192 80.7% 133 69.3% 148 71.2% 272 92.8% 906 80.3%




16 13.9% 12 10.1% 25 9.8% 14 14.7% 19 7.1% 86 10.1%
その他の
言語数








回数 割合 回数 割合 回数 割合 回数 割合 回数 割合 回数 割合




153 17.0% 169 16.8% 159 15.4% 214 21.0% 170 11.9% 865 16.1%
その他の
言語数


















































中で 2 番目に高い割合を示している（表 6）。 











































表 9 3 組抽出グループの単元全体の思考の 
総数と記憶，理解，理解適用の評価の内訳 
＊筆者作成。 













考の総数」は 143 回と，5 グループ中 2 番目に
低い数値であったが，「理解適用」の割合が
60.1％と最も高かった（表 9）。 















第2時 第3時 第4時 第5時 第6時 合計 割合
思考の総数 142 154 148 195 147 786 100%
記憶 64 49 32 38 39 222 28.2%
理解 78 105 21 4 26 234 29.8%
理解適用 - - 95 153 82 330 42.0%
第2時 第3時 第4時 第5時 第6時 合計 割合
思考の総数 42 55 24 48 42 211 100%
記憶 19 17 5 17 14 72 34.1%
理解 23 38 6 1 10 78 37.0%
理解適用 - - 13 30 18 61 28.9%
第2時 第3時 第4時 第5時 第6時 合計 割合
思考の総数 15 16 18 65 29 143 100%
記憶 4 6 4 8 4 26 18.2%
理解 11 10 3 3 4 31 21.7%
理解適用 - - 11 54 21 86 60.1%
第2時 第3時 第4時 第5時 第6時 合計 割合
思考の総数 36 32 26 19 42 155 100%
記憶 18 12 9 5 15 59 38.0%
理解 18 20 1 0 9 48 31.0%




第2時 第3時 第4時 第5時 第6時 合計 割合
思考の総数 35 39 56 49 16 195 100%
記憶 16 9 10 7 1 43 22.1%
理解 19 30 8 0 0 57 29.2%
理解適用 - - 38 42 15 95 48.7%
第2時 第3時 第4時 第5時 第6時 合計 割合
思考の総数 14 12 24 14 18 82 100%
記憶 7 5 4 1 5 22 26.8%
理解 7 7 3 0 3 20 24.4%























4 組赤グループと，僅差であった 4 組緑グルー
プに着目する。4 組赤グループは，「理解適用」













4 組緑グループは，「思考の総数」も 195 回






































ループと 4 組緑グループである。この 2 つのグ
ループは，児童 1 が思考数の大半を占めている。
3 組緑グループでは，児童 1 が「記憶」の 58.3％，
「理解」の 60.3％，「理解適用」の 82.0％を占













動をしている際に，4 組緑グループの児童 1 が
「ここは一人ずつで使ったらね，児童 3 からね，
これを通り越すんだよ」と発言した。これは，


















表 11 と表 12 は，第 5 時の児童ごとの記憶，
理解，理解適用の思考数をそれぞれ集計したも
のである。第 5 時を例に比較すると，3 組緑グ
ループの児童 1 と 4 組緑グループの児童 1 の思
考数は，40 回と 42 回とほぼ同程度の値を示し
ていた（表 11，12）。また，どちらのグループ
においても，児童 1 は，言語活動の中心を担う



























1 が「記憶」の 57.7％，「理解」の 45.2％，「理
解適用」の 46.5％，児童 2 が，「記憶」の 30.8％，
「理解」の 54.8％，「理解適用」の 40．7％を占
めていた（図 3）。このことから，3 組赤グルー




も低かった 3 組緑グループを比較する。 
表 11 と表 12 を見てわかるように，3 組赤グ

















これに対して 3 組緑グループの第 5 時では，
児童 1 は，理解適用の思考数が 20 回を上回っ












































































図 1 3 組緑グループの児童の各評価の占有率 
＊筆者作成。 
図 2 4 組緑グループの児童の各評価の占有率 
＊筆者作成。 
図 3 3 組赤グループの児童の各評価の占有率 
＊筆者作成。 
図 4 4 組赤グループの児童の各評価の占有率 
＊筆者作成。 
図 5 3 組黄グループの児童の各評価の占有率 
＊筆者作成。 
表 11 3 組緑グループの第 5 時の児童ごとの
思考数 
＊筆者作成。 
表 12 4 組緑グループの第 5 時の児童ごとの
思考数 
＊筆者作成。 


















































































児童１ 児童２ 児童３ 合計
記憶 16 1 0 17
理解 1 0 0 1
理解適用 23 4 3 30
合計 40 5 3 48
第 5時
児童１ 児童２ 児童３ 合計
記憶 5 1 1 7
理解 0 0 0 0
理解適用 37 3 2 42
合計 42 4 3 49
第 5時
児童１ 児童２ 児童３ 合計
記憶 5 3 0 8
理解 2 1 0 3
理解適用 26 24 4 54














































図 6 第 2 時に使用したグループ用の学習カード 
＊佐藤（2018，p.55）より引用。 
図 7 第 3 時に使用したグループ用の学習カード 
＊佐藤（2018，p.55）より引用。 
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